
 
 

区 分 スペック・ 試 行  担当課 道路維持課 

事業区分 道路 取組項目 交差点の視認性向上 

現状・問題点・背景 
県内の交通事故の発生状況は、死者数は減少傾向にあるものの、発生件数、傷者数は年々増加して

いる。 
 交通事故は、特定の場所で多数発生する傾向があり、交差点などの事故多発箇所で集中的に対策を

実施することにより、全体の交通事故の発生を抑制することができる。 
 また、交通事故では、歩行者や自転車のいわゆる交通弱者が被害者となるケースが多く、歩行者や

自転車が安心して快適に通行できる道路空間の整備が急務である。 
 
取組項目の内容 
 交差点において、車両が危険性を認識できるよう、交差点内にカラー舗装を実施する。 
 また、歩道においても、歩行者や自転車が、交差点が近いことを認識できるよう、歩道にカラー舗

装を実施する。 
 

取組項目の効果 
 交差点を事前に認識することにより、交通事故の発生を抑止することができる。 
 また、交差点付近の歩道のカラー舗装により、歩行者のみならず、弱視などの障害者の通行に対し

ても効果的であり、安心で快適な歩行空間の確保に貢献する。 
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